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「あるけ歩け」－勢至保育園児がお散歩－
５月18日、勢至保育園の子供たちが白瀬南極探検隊記念館前の広場までお散歩。

お天気が良く、絶好のお散歩日和となりました。 （関連記事：13ページ）
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▲竹嶋潟を一周

▲広場でお弁当
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開
票
結
果

期
12
年
に
わ
た
り
町
長
を
勤
　

め
た
佐
々
木
松
美
町
長
が
勇

退
し
、
新
た
に
前
金
浦
町
助
役
の

佐
々
木
弘
志
氏
（
63
歳
）
と
、
元

会
社
役
員
の
佐
藤
吉
寛
氏（
64
歳
）

の
新
人
２
候
補
が
町
長
選
挙
に
名

乗
り
を
あ
げ
、
新
人
同
士
に
よ
る

一
騎
打
ち
と
な
り
ま
し
た
。

選
挙
運
動
期
間
中
、
両
陣
営
と

も
町
内
を
く
ま
な
く
回
り
、
自
ら

の
政
策
に
つ
い
て
力
強
く
訴
え
ま

し
た
。

3

票
は
、
町
内
６
ヵ
所
の
投
票

所
で
、
午
前
７
時
一
斉
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

３
期
12
年
ぶ
り
の
町
長
選
挙
で

し
た
が
、
投
票
率
は
、
86
・
43
％

と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

開
票
は
午
後
７
時
45
分
か
ら
金

浦
町
役
場
第
一
会
議
室
を
会
場
に

行
わ
れ
、
選
挙
結
果
を
い
ち
早
く

知
ろ
う
と
す
る
支
持
者
ら
が
見
守

る
中
、
緊
張
感
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

投

新
人
２
候
補
に
よ
る

選
挙
戦
に

投
票
率
は
86
・
43
％

任
期
満
了
（
６
月
２
日
）
に
伴
う
５
月
15
日
の
金
浦
町
長
選
挙
は
、
即
日
開
票
の

結
果
、
佐
藤
吉
寛
氏
（
64
歳
）
が
、
多
く
の
有
権
者
か
ら
支
持
を
受
け
、
初
当
選
し

ま
し
た
。

佐
藤
氏
は
、
選
挙
期
間
中
、「
心
の
教
育
の
構
築
」「
高
齢
者
福
祉
対
策
の
充
実
」

「
合
併
に
よ
る
地
域
の
発
展
」「
町
政
の
透
明
化
」「
民
の
感
覚
で
明
日
を
創
造
」
を
旗

印
に
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
、
金
浦
町
政
の
新
た
な
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

＜経歴＞
昭和15年８月28日生まれ。
秋田高卒（同窓会仁賀保地区支部副支部長）
（社）秋田県労働基準協会本荘支部長
（財）本荘由利ハイテクコースト副理事長
ＴＤＫ（株）秋田地区総務部長
大内ＴＤＫ（株）代表取締役社長
飯田ＴＤＫ（株）代表取締役社長ほか歴任。
金浦町６町内会長、勢至保育園監事、保護司、
金浦小・中学校学校評議員。

新町長の

横顔

▲選挙管理委員会委員長から
当選証書を受け取る佐藤吉
寛氏の代理人（右）

当

佐
藤
吉
寛
氏
（
64
歳
・
無
新
）

１
、
８
６
８
票

佐
々
木
弘
志
氏
（
63
歳
・
無
新
）

１
、
５
９
９
票

有
権
者
数
　

４
、
０
７
４
人

投
票
総
数
　

３
、
５
２
１
票

有
効
投
票
数

３
、
４
６
７
票

無
効
投
票
数
　
　
　
５
４
票

投
票
率
　
　
　
　
86
・
43
％

新
町
長
に

佐
藤
吉
寛
氏

が
当
選

金
浦
町
長
選
挙
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５
月
７
日
、
８
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
、
金
浦
山
神
社
祭
典
が
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
祭
典
は
、「
家
内
安
全
」「
五

穀
豊
穣
」「
海
上
安
全
」
な
ど
を
祈

願
す
る
も
の
で
、
毎
年
各
町
内
の
輪

番
制
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
本
当
番
を
担
当
す
る
２
町

内
会
は
、
猿
田
彦
（
天
狗
）
を
先
頭

に
神
輿
を
担
ぐ
「
御
神
幸
行
列
」
を
、

ま
た
受
当
番
で
あ
る
６
町
内
会
は
、

「
神
楽
」
と
「
踊
山
」
を
担
当
し
、

賑
や
か
に
、
そ
し
て
華
や
か
に
町
内

を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
迫
力
満
点
に
た
た

く
神
楽
の
太
鼓
の
音
、
神
楽
を
盛
り

上
げ
るO

は
や
しø

若
衆
の
元
気
な

声
、
笛
の
音
、
唄
に
合
わ
せ
た
踊
山

の
繊
細
で
華
や
か
な
舞
、
彩
り
豊
か

な
着
物
姿
…
…
…
。

祭
典
が
催
さ
れ
た
２
日
間
、
町
内

は
お
祭
り
一
色
と
な
り
、
終
日
賑
わ

い
を
見
せ
ま
し
た
。

を
祈
願 

町
内
は
お
祭
り
ム
ー
ド
一
色
に
！ 

家
内
安
全 

五
穀
豊
穣 

海
上
安
全 

「
迫
力
の
あ
る
神
楽
」と 

「
彩
り
華
や
か
な
踊
山
」が 

賑
や
か
に
町
内
を
練
り
歩
く
。 
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▲第32回老人スポーツ大会（勢至保育園児たちと一緒）

今
年
で
４
年
連
続
、
４
度
目
の
参
加

と
な
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
が
、
５
月
25
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
は
、
午
前
０
時

か
ら
午
後
９
時
ま
で
の
間
に
、
15
分
以
上

の
運
動
を
し
た
人
の
割
合
を
競
う
も
の
で
、

敗
れ
た
側
は
、
勝
者
側
の
旗
を
一
週
間
掲

揚
す
る
ル
ー
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

金
浦
町
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
へ
の
参
加

は
、
２
０
０
２
年
（
４
年
前
）
の
町
制
施

行
１
０
０
周
年
を
記
念
し
て
始
ま
っ
た
も

の
で
、
今
回
も
町
民
、
町
内
企
業
、
各
団

体
か
ら
多
数
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

▲健康づくり教室

▲浜っ子運動タイム（金浦小学校にて）

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
当
日
は
、
晴
天
に

恵
ま
れ
、
絶
好
の
ス
ポ
ー
ツ
日
和
と
な

り
ま
し
た
。

町
内
の
各
所
で
は
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

教
室
、
老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
な
ど
、
様
々
な
ス
ポ

ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
数
多
く
開
催
さ
れ
た

ほ
か
、
町
内
企
業
や
学
校
、
各
団
体
な

ど
で
は
、
ラ
ジ
オ
体
操
や
ク
リ
ー
ン
ア

ッ
プ
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体

操
な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
が
ス
ポ

ー
ツ
に
汗
す
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

体
を
動
か
す
だ
け
で
な
く
、
対
戦

相
手
が
い
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
。

今
回
の
対
戦
相
手
は
、
長
野
県
喬

木
村
（
た
か
ぎ
む
ら
）
と
、
島
根
県

飯
南
町
（
い
い
な
ん
ち
ょ
う
）。

喬
木
村
は
、
人
口
７
、０
１
７
人
で
、

南
信
濃
飯
田
市
の
近
隣
に
位
置
す
る

自
然
豊
か
な
村
で
す
。

飯
南
町
は
、
人
口
６
、２
４
９
人
で
、

本
年
１
月
１
日
に
合
併
し
て
誕
生
し

た
新
し
い
町
で
、
広
島
県
と
の
県
境
、

中
国
山
地
に
抱
か
れ
た
高
原
地
帯
で
、

町
の
90
％
が
森
林
に
覆
わ
れ
た
緑
豊

か
な
町
で
す
。

金
浦
町
の
成
績
は
、
82
・
７
％
で
、

対
戦
相
手
で
あ
る
喬
木
村
の
72
・
９

％
、
飯
南
町
の
68
・
６
％
を
上
回
り
、

見
事
４
年
連
続
の
勝
利
と
金
メ
ダ
ル

に
輝
き
ま
し
た
。

中
盤
で
は
、
一
時
喬
木
村
に
逆
転

さ
れ
た
も
の
の
、
終
盤
で
見
事
な
追

い
上
げ
を
み
せ
、
勝
利
し
ま
し
た
。

ま
た
、
セ
ル
ビ
ア
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ

のG
adzin

H
an

（
ガ
ッ
チ
ン
ハ
ン
）

と
対
戦
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
チ
ャ
レ
ジ
は
、
後
日
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
０
５

最
終
結
果
（
金
浦
町
）

○
個
人
参
加
　
　
　

３
３
０
人

○
町
内
会
　
　
　
　

６
７
７
人

○
学
校
関
係
　
　
１
、１
０
５
人

○
企
業
等
　
　
　
１
、２
７
４
人

○
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

６
５
６
人

○
公
共
団
体
　
　
　
　

９
４
人

４
、１
３
６
人

（
参
加
者
数
４
１
３
６
／

２
月
末
人
口
５
０
０
０
）

様
々
な

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

４
年
連
続
の
金
メ
ダ
ル
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５
月
１
日
、
赤
石
浜
海
水
浴
場

緑
地
広
場
で
、「
菜
の
花
ま
つ
り
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
オ
ラ
ン
の
会
（
仁
賀
保
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
促
進
会
）
が
主
催
し

て
行
っ
た
も
の
で
、
Ｂ
Ｄ
Ｆ
の
精
製
実
験
、
Ｂ
Ｄ
Ｆ
燃
料
車
の
走
行
実
験
の

ほ
か
、
親
子
写
生
会
、
琴
・
尺
八
な
ど
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
写
真
撮

影
会
な
ど
が
催
さ
れ
、
ま
た
参
加
者
に
は
薪
ス
ト
ー
ブ
で
作
っ
た
と
ん
汁
も

サ
ー
ビ
ス
さ
れ
ま
し
た
。

▲会場は、菜の花一色♪（親子写生会）

▲ＢＤＦ（バイオ・ディーゼル・フューエル）
の精製実験

※廃棄物として処分されている「廃食用油」
を回収し、それを精製して、ディーゼル燃料
や発電機燃料などに再加工されたもの。

▲会場となった赤石浜海水浴場緑地広場
（天気にも恵まれ、多くの来場者で賑わいました）

オ
ラ
ン
の
会
は
、
森
林

資
源
の
バ
イ
オ
マ
ス
事
業

（
資
源
循
環
型
の
地
域
づ

く
り
）
を
目
的
に
２
０
０

３
年
に
設
立
さ
れ
、
現
在

は
主
に
、
菜
の
花
か
ら
取

れ
る
菜
種
油
を
車
の
燃
料

な
ど
に
使
用
す
る
な
ど
の

「
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
進
め
て
い
ま
す
。

│
春
の
花
菜
の
花
を

み
ん
な
で
楽
し
む
│

地球環境に
関心をもって！
菜の花プロジェクト

会
場
で
は
、
実
際
に
廃
食
油
か
ら

Ｂ
Ｄ
Ｆ
を
精
製
す
る
実
験
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

ま
ず
は
、
一
般
家
庭
で
使
用
す
る

天
ぷ
ら
油
の
廃
食
油
に
、
苛
性
ソ
ー

ダ
と
メ
タ
ノ
ー
ル
を
混
合
し
た
も
の

を
混
ぜ
、
手
で
よ
く
振
っ
て
拡
販
さ

せ
ま
す
。
こ
れ
は
、
油
の
粘
性
を
取

る
た
め
で
す
。
次
に
、
そ
れ
を
60
℃

の
お
湯
に
40
分
間
浸
し
、
化
学
反
応

を
促
進
さ
せ
ま
す
。

す
る
と
、

天
ぷ
ら
油
に

入
っ
て
い
る

グ
リ
セ
リ
ン

が
分
離
さ
れ

ま
し
た
。

現
在
は
、
ゴ
ミ
収
集
車
の
一
部
が
、

こ
の
Ｂ
Ｄ
Ｆ
を
使
用
し
て
走
っ
て
い

ま
す
。

▲バイオディーゼル燃料使用車

Ｂ
Ｄ
Ｆ
燃
料
車
の
走
行
実
験

▲燃料となるＢＤＦ

オ
ラ
ン
の
会
と
し
て
の
大
き
な

目
標
は
、
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
を
利

用
し
、
地
球
環
境
に
貢
献
す
る
こ

と
で
す
。

地
域
に
密
着
し
た
事
業
を
進
め
、

間
伐
材
な
ど
、
地
域
に
あ
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
利
用
し
、

チ
ッ
プ
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
な

ど
の
普
及
、
発
電
所
な
ど
夢
は
大

き
く
膨
ら
み
ま
す
。

農
家
の
皆
さ
ん
な
ど
の
協
力
を

得
て
、
ま
ず
は
現
在
進
め
て
い
る

「
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
成

功
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
し
て
、
今
ま
で
の
「
大
量
処

分
型
」
で
な
く
、「
地
域
循
環
型

の
社
会
」
を
目
指
し
、
豊
か
で
安

心
な
生
活
を
支
え
、
地
域
振
興
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

循
環
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
を
目
指
し
た
い
！

オ
ラ
ン
の
会
事
務
局
長

松
原
　
泰
夫
氏

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
£2
４
０
７
１
オ
ラ
ン
の
会
へ

■
今
後
の
予
定

６
月
下
旬
　
菜
の
花
の
刈
り
取
り

７
月
上
旬
　
採
取
、
残
り
の
茎
葉
の

堆
肥
化

８
月
初
旬
　
搾
油
、
天
ぷ
ら
試
食
会

９
月
初
旬
　
整
地
作
業
、
種
ま
き

〃
下
旬
　
体
験
発
表
会

Ｂ
Ｄ
Ｆ
精
製
実
験

菜
の
花
ま
つ
り
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異
国
の
地
、
シ
ド
ニ
ー
で
の
伊
藤

健
さ
ん
の
出
迎
え
、
観
測
船
「
し
ら
せ
」

の
艦
内
見
学
、
極
め
つ
け
は
艦
上
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
！

各
国
か
ら
「
し
ら
せ
」
の
関
係
者
が

招
待
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

数
十
年
前
か
ら
シ
ド
ニ
ー
に
移
住
し

て
い
る
日
本
人
と
話
し
、
羨
ま
し
く
思

っ
た
り
と
、
二
度
と
出
来
な
い
経
験
を

し
て
き
ま
し
た
。

改
め
て
白
瀬
中
尉
の
偉
大
さ
に
頭
が
下

が
り
ま
す
。

博
物
館
で
は
、
お
礼
と
し
て
贈
っ
た

と
さ
れ
る
日
本
刀
の
実
物
を
見
て
驚
き

ま
し
た
。

ま
た
、「
し
ら
せ
」
を
出
迎
え
、
入

港
す
る
勇
姿
を
見
て
胸
が
熱
く
な
り
ま

し
た
。
伊
藤
健
さ
ん
も
、
半
年
の
任
務

を
終
え
て
、
町
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
で
、

良
い
経
験
を
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

ウ
ラ
ー
ラ
市
で
は
、
白
瀬
隊
寄
港
90

周
年
記
念
碑
が
設
立
さ
れ
た
場
所
を
訪

れ
、
あ
い
さ
つ
も
新
た
に
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

「
し
ら
せ
」
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
も

招
か
れ
、
幸
せ
な
一
夜
で
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
首
都
、
キ
ャ
ン

ベ
ラ
と
、
広
大
な
土
地
に
立
つ
博
物
館
、

人
造
湖
と
す
ば
ら
し
い
大
自
然
に
マ
ッ

チ
し
た
街
に
ふ
れ
、
感
動
し
、
夢
の
よ

う
で
し
た
。

海
外
視
察

に
参
加
し
て
、

本
当
に
良
か

っ
た
で
す
。

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し

た
。

白瀬中尉の足跡を訪ねて

シ
ド
ニ
ー
に
帰
港
し
た
南
極
観
測
船
「
し
ら
せ
」
と
伊
藤
健
さ
ん
の
出
迎
え
、
ま
た
、
２
０
０
２
年
に

ウ
ラ
ー
ラ
市
に
設
立
さ
れ
た
白
瀬
隊
寄
港
90
周
年
記
念
碑
を
顕
彰
し
、
白
瀬
南
極
探
検
隊
長
白
瀬
矗
の
足

跡
を
探
訪
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修
視
察
が
、
３
月
19
日
か
ら
24
日
の
日
程
で
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
金
浦
町
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
協
会
（
会
長
佐
藤
吉
樹
氏
）
が
企
画
し
た
も
の
で
、
募
集
に
応

募
し
た
町
民
12
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

村
上
正
男
（
頃
田
）

海
外
視
察
研
修
団
に
参
加
し
て

「
し
ら
せ
」
入
港
を
出
迎
え
た
時
の

感
動
と
、
首
都
キ
ャ
ン
ベ
ラ
で
は
、
国

会
の
中
を
見
学
で
き
た
こ
と
、
そ
し
て
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
自
然
と
共
生
し
て

い
る
大
切
な
人
々
の
心
。

佐
藤
修
子
（
岡
の
谷
地
）

印
象
深
い
出
来
事

白
瀬
中
尉
の
ま
ご
こ
ろ
を
表
し
た
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
博
物
館
の
日
本
刀
。

６
カ
月
間
キ
ャ
ン
プ
を
張
っ
た
場
所

に
白
瀬
記
念
碑
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

美
し
い
自
然
と
街
並
み
、
建
築
物
な
ど

…
…
。

初
め
て
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
私
は
、

毎
日
が
感
動
の
連
続
で
し
た
。

佐
藤
久
美
子
（
岡
の
谷
地
）

感
動
の
連
続
で
し
た
…
…
。

秋
田
、
仁
川
と
乗
り
継
ぎ
シ
ド
ニ
ー

に
着
い
た
。
空
路
12
時
間
あ
ま
り
…
…
。

早
い
も
の
で
あ
る
。

白
瀬
中
尉
南
極
探
検
隊
は
、
過
酷
な

年
月
を
経
て
成
し
遂
げ
た
で
あ
ろ
う
と

小
林
成
子
（
鳥
長
根
）

海
外
視
察
研
修
に
参
加
し
て

キ
ャ
ン
ベ
ラ
の
国
会
は
、
上
下
二
院

で
、
そ
の
ど
ち
ら
の
議
場
に
も
、
義
務

教
育
の
一
環
と
し
て
、
子
供
達
に
傍
聴

さ
せ
る
。

ガ
ラ
ス
張
り
の
部
屋
が
造
ら
れ
て
お

り
、
国
民
も
議
員
選
挙
を
ボ
イ
コ
ッ
ト

す
る
と
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
が
課
せ
ら
れ

る
と
い
う
。

政
治
は
、
国
民
の
権
利
と
義
務
の
根

幹
で
あ
る
事
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

青
木
春
江
（
川
尻
）

国
会
議
事
堂
を
視
察
し
て

白
瀬
南
極
探
検
隊
記
念
館
に
勤
務
し

て
い
た
時
か
ら
、
一
度
は
行
っ
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
。

明
治
44
年
、
シ
ド
ニ
ー
湾
で
白
瀬
隊

が
キ
ャ
ン
プ
生
活
を
し
て
い
た
地
に
立

っ
た
事
が
感
激
で
し
た
。

村
上
キ
サ
子
（
頃
田
）

白
瀬
中
尉
の
足
跡
探
訪

▲白瀬中尉がデービッド教授に贈った日本刀
（オーストラリア博物館にて）

▲オーストラリア国会議事堂前にて

白
瀬
中
尉
の
　
　
　
　
を
探
訪 

…
…
… 

足 

跡 
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ら
い
で
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
す
ネ
。

シ
ド
ニ
ー
関
係
者
、
南
極
観
測
船
の

方
々
は
今
で
も
白
瀬
隊
の
縁
で
、
私
達

研
修
団
に
対
し
て
丁
重
に
接
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
地
元
の
人
達
と
一
緒
に
、

白
瀬
陸
軍
中
尉
の
偉
大
さ
を
後
世
に
語

り
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
感

じ
る
と
と
も
に
、
と
て
も
貴
重
な
経
験

と
強
い
感
動
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
研

修
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

白瀬中尉の足跡を訪ねて

白
瀬
を
受
け
入
れ
た
地
、
シ
ド
ニ
ー
。

美
し
い
自
然
と
街
並
み
、
多
く
の
違

っ
た
国
籍
の
人
々
が
平
和
に
生
活
す
る

豪
州
に
心
と
き
め
く
。

池
田
た
つ
ゑ
（
前
川
）

美
し
い
自
然
と
街
並
み
に
感
動

３
月
19
日
〜
24
日
ま
で
の
６
日
間
の

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修
は
、
有
意
義
な

も
の
で
し
た
。

特
に
、
首
都
キ
ャ
ン
ベ
ラ
。
計
画
的

に
作
ら
れ
た
都
市
と
か
で
、
市
内
は
整

然
と
区
画
さ
れ
て
お
り
、
き
れ
い
な
所

で
し
た
。

コ
ア
ラ
見
た
さ
に
入
っ
た
動
物
園
。

コ
ア
ラ
は
夜
行
性
と
か
で
、
暗
い
所
に

入
っ
た
き
り
…
…
。

一
目
で
も
と
思
う
こ
と
し
き
り
、
結

局
目
前
に
は
出
て
こ
ず
、
コ
ア
ラ
と
の

対
面
は
で
き
ずO

残
念ø

。

青
木
光
生
（
川
尻
）

有
意
義
だ
っ
た
視
察
研
修

シ
ド
ニ
ー
で
の
「
し
ら
せ
」
入
港
の

夜
は
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
食
事

も
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

列
車
で
の
お
弁
当
も
良
か
っ
た
。
そ

し
て
、
カ
ン
ガ
ル
ー
や
、
様
々
な
鳥
も

見
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ど
こ
に
行
っ
て

も
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。
金
浦
に
帰
っ

て
来
て
、
何
回
も
写
真
を
見
て
楽
し
ん

で
い
ま
す
。 高

山
行
子
（
岡
の
谷
地
）

シ
ド
ニ
ー
、
キ
ャ
ン
ベ
ラ
研
修

イ
ギ
リ
ス
文
化
の
面
影
が
建
物
等
に

感
じ
ら
れ
、
ま
た
緑
の
多
い
公
園
が
点

在
す
る
シ
ド
ニ
ー
の
街
並
み
を
眺
め
な

が
ら
、
南
極
探
検
船
「
開
南
丸
」
の
白

瀬
矗
陸
軍
中
尉
を
隊
長
と
す
る
隊
員
27

名
が
、
ミ
ル
ス
ト
ホ
ル
ン
公
園
で
キ
ャ

ン
プ
生
活
し
た
場
所
や
、
白
瀬
隊
の
業

績
な
ど
を
記
し
た
記
念
碑
を
訪
ね
た
。

今
か
ら
１
０
０
年
前
、
情
報
も
氾
濫

し
、
此
の
地
で
の
キ
ャ
ン
プ
生
活
の
最

初
は
、
い
ろ
い
ろ
と
困
難
な
問
題
に
直

面
し
た
そ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
困
難

な
出
来
事
に
も
負
け
な
い
で
、
自
分
の

信
念
を
貫
き
通
し
た
隊
員
に
、
シ
ド
ニ

ー
大
学
の
教
授
が
新
聞
に
、「
彼
ら
は

ス
パ
イ
で
も
密
猟
者
で
も
な
い
。
こ
の

よ
う
な
装
備
で
南
極
に
挑
ん
だ
勇
敢
な

正
真
正
銘
の
探
検
隊
で
あ
る
。」
と
誉

め
た
時
に
は
心
か
ら
う
れ
し
か
っ
た
と

探
検
記
に
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

記
念
碑
の
前
で
は
、
研
修
視
察
団
を

偉
大
な
る
探
検
家
白
瀬
矗
生
誕
の
地
の

一
行
と
敬
意
を
持
っ
て
ウ
ラ
ー
ラ
市
長

に
歓
迎
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
南
極
観
測
船
「
し
ら
せ
」
の

入
港
を
出
迎
え
、
そ
の
夜
は
「
し
ら
せ
」

艦
上
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
招
待
さ
れ
、
観

測
船
関
係
者
の
人
達
と
交
流
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
白
瀬
矗
生
誕
の
地

の
視
察
団
と
い
う
こ
と
と
、
今
回
、
南

極
観
測
隊
に
参
加
し
た
伊
藤
さ
ん
の
計

柴
田
禮
子
（
金
浦
）

白
瀬
隊
の
縁
に
感
動

南
極
大
陸
の
陸
影
を
見
な
が
ら
、
南

極
上
陸
を
果
た
せ
ぬ
ま
ま
Ｕ
タ
ー
ン
を

し
、
再
挑
戦
す
る
た
め
「
南
極
の
夏
」

を
待
ち
、
半
年
余
り
に
わ
た
る
キ
ャ
ン

プ
生
活
を
し
た
地
と
は
ど
ん
な
と
こ
ろ

か
…
…
。
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。

海
岸
が
近
く
、
ア
ワ
ビ
を
採
っ
た
り
、

畑
の
中
の
水
た
ま
り
か
ら
大
ウ
ナ
ギ
を

と
っ
て
き
て
、
蒲
焼
に
し
て
食
べ
た
そ

う
で
す
し
、
豪
州
連
邦
政
府
か
ら
の
電

命
「
南
極
探
検
隊
だ
か
ら
、
公
船
と
し

て
扱
え
」
が
来
て
以
来
最
初
は
馬
鹿
に

し
て
い
た
豪
州
人
も
、
急
に
態
度
が
変

わ
っ
て
、
差
し
入
れ
も
あ
っ
た
程
で
す
。

想
像
し
た
と
お
り
、
居
心
地
の
良
い

場
所
で
し
た
。
ま
た
、
市
民
の
誤
解
や

疑
惑
が
渦
巻
く
中
、
真
っ
先
に
援
助
の

手
を
差
し
の
べ
て
く
れ
た
シ
ド
ニ
ー
大

学
の
デ
ー
ビ
ッ
ド
教
授
の
数
多
く
の
親

切
や
ご
好
意
に
対
し
贈
っ
た
、
名
刀

「
包
保
」
も
、
視
察
す
る
こ
と
が
で
き
、

感
動
し
ま
し
た
。

素
晴
ら
し
い
感
動
を
体
験
し
た
研
修

で
し
た
。

小
林
節
子
（
頃
田
）

感
動
を
体
験
し
た
研
修

▲記念碑前にて（ウラーラ市長と）

◇
主
な
視
察
内
容

○
砕
氷
艦
「
し
ら
せ
」
出
迎
え

○
ウ
ラ
ー
ラ
市
役
所
表
敬
訪
問

○
白
瀬
南
極
探
検
隊
記
念
碑
見
学

○
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
博
物
館
表
敬
訪
問

※

ウ
ラ
ー
ラ
市
に
は
、
記
念
碑
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
博
物
館
に
は
、
白
瀬

中
尉
が
デ
ー
ビ
ッ
ト
教
授
に
贈
呈
し
た
と

い
う
日
本
刀
が
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
極
地
郵
趣
愛
好
会
の
会

長
を
務
め
ら
れ
た
故
平
野
賢
一

氏
の
妻
で
あ
る
哲
子
さ
ん
（
千

葉
県
）
よ
り
、
白
瀬
南
極
探
検

隊
記
念
館
へ
、
極
地
に
関
す
る

切
手
や
記
念
ス
タ
ン
プ
な
ど
が

押
さ
れ
た
封
筒
な
ど
約
十
万
点

を
越
え
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
ダ

ン
ボ
ー
ル
38
箱
分
）
を
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。

平
野
さ
ん
は
、
中
学
時
代
の

頃
か
ら
収
集
を
始
め
、
昭
和
基

地
や
南
極
観
測
船
「
し
ら
せ
」

か
ら
送
ら
れ
た
封
筒
、
ペ
ン
ギ

ン
や
コ
ケ
類
、
探
検
家
な
ど
南

極
に
関
す
る
図
柄
の
入
っ
た
切

手
な
ど
を
長
年
に
わ
た
り
集
め

て
き
ま
し
た
。
今
回
、
妻
で
あ

る
哲
子
さ
ん
の
ご
好
意
に
よ
り
、

こ
の
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
記
念

館
に
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

記
念
館
で
は
、
こ
れ
ら
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
整
理
次
第
、
展

示
す
る
予
定
で
す
。

白
瀬
南
極
探
検
隊
記
念
館
に

「
極
地
に
関
す
る
切
手
、
封
筒
」

な
ど
を
寄
贈

▲寄贈された切手、封筒類
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■
山や

ま

辺の
べ

安や
す

之の

助す
け

と
佐
々
木
平
次
郎

用
船
の
縮
小
に
よ
っ
て
運
搬
用
動
力

を
満
州
馬
か
ら
樺
太
犬
に
変
更
し
た
こ

と
は
前
回
述
べ
ま
し
た
が
、
曳
き
犬
係

と
し
て
参
加
し
た
の
が
樺
太
ア
イ
ヌ
山や

ま

辺の
べ

安や
す

之の

助す
け

で
す
。

山
辺
は
樺
太
島
（
現
サ
ハ
リ
ン
）
弥や

満ま

別べ
つ

に
慶
応
三
年
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

明
治
八
年
「
樺
太
千
島
交
換
条
約
」
に

よ
っ
て
樺
太
は
ロ
シ
ア
領
に
な
っ
た
た

め
、
樺
太
ア
イ
ヌ
８
４
１
人
が
北
海
道

に
渡
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。
両
親

を
亡
く
し
て
い
た
安
之
助
少
年
も
親
戚

に
手
を
引
か
れ
て
い
ま
し
た
。

北
海
道
に
渡
っ
た
山
辺
た
ち
樺
太
ア

イ
ヌ
は
対
雁

つ
い
し
か
り

村
（
現
江
別
市
）
に
強
制

移
住
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

対
雁
村
に
移
住
し
た
彼
ら
の
生
活
は

困
窮
し
、
さ
ら
に
追
い
打
ち
を
か
け
る

よ
う
に
本
土
で
発
生
し
た
コ
レ
ラ
と
天

然
痘
は
明
治
十
九
年
に
北
海
道
に
上
陸

し
、
対
雁
に
お
い
て
も
猛
威
を
ふ
る
い
、

移
住
者
の
40
パ
ー
セ
ン
ト
が
亡
く
な
る

と
い
う
悲
惨
な
状
態
で
し
た
。
山
辺
は

自
書
『
あ
い
ぬ
物
語
』（
金
田
一
京
助

編
集
）
に
「
明
治
十
九
年
の
夏
か
ら
秋

ま
で
だ
ん
だ
ん
激
烈
に
な
っ
て
冬
か
ら

春
に
か
け
て
物
が
沈
ん
で
ゆ
く
よ
う
に

親
戚
の
人
や
友
だ
ち
が
後
か
ら
後
か
ら

私
を
置
い
て
世
を
去
っ
た
」
と
記
し
て

い
ま
す
。

次
々
と
友
人
縁
者
を
失
っ
た
山
辺
は
、

再
び
生
ま
れ
故
郷
樺
太
に
渡
る
こ
と
を

決
意
し
ま
す
。

山
辺
が
帰
島
し
た
こ
ろ
の
樺
太
は
、

ロ
シ
ア
領
有
で
し
た
が
条
約
以
前
か
ら

の
日
本
の
漁
業
権
は
認
め
ら
れ
て
お
り
、

日
本
人
が
経
営
す
る
漁
場
が
各
地
に
あ

り
ま
し
た
。
象
潟
町
の
商
家
「
角
丁
」

の
佐
々
木
平
次
郎
の
漁
場
も
そ
の
ひ
と

つ
で
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
と
ト
ン
ナ
イ
湖

の
接
す
る
所
に
番
屋
を
持
ち
、
鰊
、
鮭
、

鱒
の
漁
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。

佐
々
木
平
次
郎
は
金
浦
町
の
初
代
町

長
北
能
喜
市
郎
の
実
弟
で
佐
々
木
直
冶

郎
（
角か

く

丁
ち
ょ
う

）
に
見
込
ま
れ
て
婿
養
子

と
な
り
、
樺
太
の
漁
場
を
末
弟
の
佐
藤

平
吉
と
経
営
し
て
い
た
の
で
す
。

樺
太
に
渡
っ
た
山
辺
は
ト
ン
ナ
イ
湖

の
ほ
と
り
に
居
を
か
ま
え
、
佐
々
木
漁

場
で
働
き
ま
す
。
和
人
の
多
く
が
ア
イ

ヌ
に
対
し
搾
取
や
過
酷
な
労
働
を
強
い

る
な
か
で
、
佐
々
木
は
誠
実
で
面
倒
見

が
良
く
、「
ア
イ
ヌ
た
ち
は
佐
々
木
氏

を
思
う
こ
と
自
分
の
縁
者
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
」
と
『
あ
い
ぬ
物
語
』
に
も

記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
佐
々
木
平
次

郎
と
山
辺
た
ち
は
強
い
信
頼
関
係
で
結

ば
れ
て
い
ま
し
た
。
ア
イ
ヌ
に
と
っ
て
、

良
い
漁
場
主
は
物
資
の
豊
富
な
供
給
者

で
あ
り
、
ま
た
自
分
た
ち
の
生
活
の
力

強
い
保
護
者
で
も
あ
り
ま
し
た
。

明
治
三
十
七
年
二
月
、
日
露
戦
争
が

勃
発
し
、
ロ
シ
ア
軍
が
各
漁
場
の
番
屋

に
火
を
か
け
た
た
め
佐
々
木
漁
場
は
番

屋
と
倉
庫
を
す
べ
て
焼
失
し
、
壊
滅
的

な
被
害
を
う
け
ま
す
。

山
辺
は
村
人
を
結
束
し
、
日
本
軍
の

た
め
に
物
資
の
輸
送
や
現
地
を
案
内
し

勝
利
に
導
き
ま
し
た
。
佐
々
木
平
次
郎

と
の
信
頼
関
係
が
山
辺
を
日
本
軍
に
加

担
さ
せ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。

山
辺
は
南
極
探
検
後
に
日
露
戦
争
の

功
績
と
し
て
ア
イ
ヌ
で
は
初
め
て
の
勲

八
等
瑞
宝
章
に
叙
せ
ら
れ
、
行
賞
賜
金

七
十
円
を
受
け
ま
す
が
、
即
座
に
彼
の

暮
ら
す
ト
ン
ナ
イ
チ
ャ
に
寄
付
し
て
い

ま
す
。

「
金
を
貰
う
た
め
に
ロ
シ
ア
と
戦
っ

た
の
で
は
な
い
」
山
辺
の
ア
イ
ヌ
と
し

て
の
誇
り
と
、
清
廉
実
直
な
彼
の
性
格

を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

南
極
探
検
に
参
加
し
た
の
も
貧
困
に
あ

え
ぐ
同
族
の
自
立
と
奮
起
を
促
す
実
践

で
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
山
辺
が
樺
太
ア
イ
ヌ
に
と
っ

て
最
初
の
学
校
を
落
帆
村
に
建
設
し
た

時
（
明
治
四
十
二
年
）、
佐
々
木
平
次

郎
は
多
額
の
寄
付
を
し
、
山
辺
た
ち
を

支
援
し
ま
し
た
。

※
参
考
引
用
文
献

白
瀬
京
子
『
雪
原
へ
ゆ
く
』

５
月
２
日
と
５
月
17
日
に
、
町
議
会

臨
時
会
が
開
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
議
案
１

件
と
３
件
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
議
案

■
議
案
第
三
十
七
号

に
か
ほ
市
基
幹
系
業
務
等
電
算
シ
ス

テ
ム
構
築
委
託
事
業
の
契
約
に
つ
い
て

契
約
金
額
１
億
２
、３
２
６
万
３
千
円

契
約
相
手
方
　
日
立
情
報
シ
ス
テ
ム
ズ
　

秋
田
支
店

■
議
案
第
三
十
八
号

金
浦
町
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
専
決
処
分
に
つ
い
て

■
議
案
第
三
十
九
号

金
浦
大
竹
線
道
路
改
良
工
事
請
負
契

約
に
つ
い
て

契
約
金
額
　
　
１
億
３
、
７
５
５
万
円

契
約
相
手
方
　
コ
マ
ツ
建
設
株
式
会
社

■
議
案
第
四
十
号

平
成
17
年
度
金
浦
町
一
般
会
計
補

正
予
算

平
成
17
年
度
一
般
会
計
に
４
、
５
２

１
万
７
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

31
億
５
２
１
万
７
千
円
と
し
ま
し
た
。

○
主
な
補
正

塩
焚
浜
水
門
排
水
ポ
ン
プ
改
良

１
、
３
０
２
万
円

防
犯
灯
新
設
　
　
　
　
２
７
５
万
円

庁
舎
改
修
設
計
委
託
料
３
０
０
万
円

町
議
会
臨
時
会
を
開
催

社
会
福
祉
法
人
象
潟
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
つ
き
、
平
成
十
七
年
三
月

二
十
二
日
開
催
の
理
事
会
及
び
平
成

十
七
年
三
月
二
十
五
日
開
催
の
評
議

員
会
、
社
会
福
祉
法
人
金
浦
町
社
会

福
祉
協
議
会
に
つ
き
、
平
成
十
七
年

三
月
二
十
ニ
日
開
催
の
理
事
会
及
び

評
議
員
会
並
び
に
社
会
福
祉
法
人
仁

賀
保
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
つ
き
、

平
成
十
七
年
三
月
二
十
二
日
開
催
の

理
事
会
及
び
平
成
十
七
年
三
月
二
十

三
日
開
催
の
評
議
員
会
に
お
い
て
、

左
記
甲
、
乙
及
び
丙
は
合
併
し
て

「
社
会
福
祉
法
人
に
か
ほ
市
社
会
福

祉
協
議
会
」
を
設
立
し
、
甲
、
乙
及

び
丙
の
権
利
義
務
一
切
を
継
承
し
、

甲
、
乙
及
び
丙
は
解
散
す
る
こ
と
を

決
議
し
ま
し
た
の
で
、
こ
の
合
併
に

異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
平
成
十
七

年
八
月
二
十
日
ま
で
に
そ
の
旨
を
お

申
し
出
下
さ
い
。

平
成
十
七
年
六
月
三
日

甲

秋
田
県
由
利
郡
象
潟
町
字
浜

山
一
二
一
番
地
二

社
会
福
祉
法
人
象
潟
町
社
会

福
祉
協
議
会

理
事
（
会
長
）

田

仲

晴

一

乙

秋
田
県
由
利
郡
金
浦
町
金
浦

字
金
浦
三
二
一
番
地
一

社
会
福
祉
法
人
金
浦
町
社
会

福
祉
協
議
会

理
事
（
会
長
）

佐
々
木

松
美

丙

秋
田
県
由
利
郡
仁
賀
保
町
平

沢
字
八
森
三
一
番
地
の
一

社
会
福
祉
法
人
仁
賀
保
町
社

会
福
祉
協
議
会

理
事
（
会
長
）

細

矢

鐵

雄

社
会
福
祉
協
議
会
　
合
併
公
告

合
併
公
告

郷
土
の
偉
人 

白
瀬
　
矗 

（
第
四
十
九
回
）



ニュースフラッシュ 

9 広報このうら

４
月
24
日
、
鳥
海
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

で
、
第
11
回
金
浦
町
町
民
ゴ
ル
フ
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
前
日
の
雨
の
た
め
、

コ
ー
ス
は
少
し
湿
り
気
味
で
の
ス
タ

ー
ト
と
な
り
ま
し
た
が
、
空
は
真
っ

青
に
晴
れ
上
が
り
、
爽
や
か
な
春
日

和
の
下
、
ゴ
ル
フ
愛
好
家
29
人
が
、

お
も
い
っ
き
り
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま

し
た
。

今
回
は
、O

ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式ø

で
プ
レ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

■
成
績

◇
優
　
勝
　
斉
藤
金
吾
（
仁
賀
保
町
）

◇
準
優
勝
　
須
藤
正
彦
（
仁
賀
保
町
）

◇
第
三
位
　
池
田
勇
二
（
岡
の
谷
地
）

│
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
│▲爽やかな青空に向かって、フルスイング

金
浦
海
洋
少
年
団
が
、
観
桜
会
期

間
中
、
勢
至
公
園
内
の
清
掃
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

公
園
内
を
一
周
し
な
が
ら
、
団
員

と
指
導
員
が
一
緒
と
な
っ
て
空
き
缶

や
、
た
ば
こ
の
吸
殻
な
ど
を
拾
い
集

め
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
４
月
22
日
に
は
、
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
で
、
第
37
期
金
浦
海
洋

少
年
団
入
団
式
が
行
わ
れ
、
新
規
入

団
者
４
名
を
加
え
て
、
新
た
な
ス
タ

ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

新
規
入
団
者

佐
々
木
海
帆
　
、
阿
部
　
の
ん
　

三
船
　
真
帆
　
、
三
船
　
悠
里

│
第
37
期
入
団
式
も
│

▲第37期
金浦海洋少年団入団式

金
浦
児
童
公
園
（
塩
焚
浜
）
に
、

新
し
い
遊
具
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

３
段
階
の
高
さ
の
違
う
デ
ッ
キ
と

４
種
類
の
ス
ラ
イ
ダ
ー
、
パ
ネ
ル
遊

具
が
一
緒
に
な
っ
た
大
型
の
も
の
で

す
。外

で
、
元
気
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
く

だ
さ
い
。

▲遊具「マックス」

さん

さん さん

さん さん

さんさん

▼勢至公園内の
清掃活動

仁
賀
保
町
・
金
浦
町
・
象
潟
町
合

併
協
議
会
で
は
、
平
成
17
年
10
月
１

日
に
合
併
し
て
誕
生
す
る
「
に
か
ほ

市
」
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
市
章
に
ふ

さ
わ
し
い
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
の
基
準

◇
に
か
ほ
市
の
将
来
像
で
あ
る
「
夢

あ
る
ま
ち
、豊
か
な
ま
ち
、元
気
な
ま

ち
」
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
し
ま
す
。

◇
市
旗
、
バ
ッ
ジ
、
封
筒
等
に
も
使

用
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。

◇
用
紙
の
地
色
を
含
め
、
４
色
以
内

と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
単
色
で
表
現

し
て
も
イ
メ
ー
ジ
を
損
な
わ
れ
な
い

も
の
で
あ
る
こ
と
と
し
、
グ
ラ
デ
ー

シ
ョ
ン
は
不
可
と
し
ま
す
。

■
応
募
方
法

◇
募
集
は
公
募
と
し
ま
す
。

◇
応
募
資
格
は
問
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
一
人
何
点
で

も
応
募
可
能
と
し
ま
す
。

◇
応
募
は
、
専
用
応
募
用

紙
又
は
縦
横
15
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
の
枠
を
書
い
た
Ａ

４
版
白
色
用
紙
を
縦
長
で

使
用
し
、
用
紙
１
枚
に
つ

き
１
作
品
と
し
ま
す
。

◇
応
募
に
あ
た
っ
て
は
、

「
デ
ザ
イ
ン
の
趣
旨
」、「
郵

便
番
号
」、「
住
所
」、「
指

名
（
ふ
り
が
な
）」、「
年
齢
」、

「
性
別
」
、
「
職
業
」
及
び

「
電
話
番
号
」
、
を
用
紙
に

記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、
合
併
協

議
会
事
務
局
及
び
各
町
役

場
（
窓
口
）
に
あ
り
ま
す
。

「
に
か
ほ
市
」
の

市
章
デ
ザ
イ
ン
を

募
集
し
ま
す

夢あるまち、豊かなまち、元気なまち

第
24
回
合
併
協
議
会
を
開
催

◇
応
募
は
、
持
参
又
は
封
書
に
よ
る
郵

送
と
し
Ｆ
Ａ
Ｘ
及
び
電
子
メ
ー
ル
で
の

応
募
は
不
可
と
し
ま
す
。

■
応
募
期
間

平
成
17
年
６
月
１
日
d
か
ら
６
月
30

日
e
ま
で
と
し
、
締
切
日
到
着
分
ま
で

を
有
効
と
し
ま
す
。

■
賞
金

採
用
作
品
応
募
者
に
、
次
の
賞
を
贈

呈
し
ま
す
。
な
お
、
受
賞
者
が
未
成
年

者
の
場
合
は
、
そ
の
保
護
者
に
代
理
授

与
し
ま
す
。

■
賞
金

最
優
秀
賞（
採
用
作
品
）１
点
20
万
円

■
応
募
先
・
問
合
先

〒
０
１
８_

０
４
０
２

秋
田
県
由
利
郡
仁
賀
保
町
平
沢
字
鳥

ノ
子
渕
47
番
地
１

仁
賀
保
町
・
金
浦
町
・
象
潟
町

合
併
協
議
会
事
務
局

T

０
１
８
４_

３
２_

３
５
１
５

５
月
26
日
、
仁
賀
保
町
総
合
福
祉

交
流
セ
ン
タ
ー
「
ス
マ
イ
ル
」
で
、
第

24
回
仁
賀
保
町
・
金
浦
町
・
象
潟
町
合

併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

■
協
議
項
目

新
市
の
市
章
に
つ
い
て

■
報
告

平
成
16
年
度
決
算
に
つ
い
て

平
成
17
年
度
予
算
に
つ
い
て

新
市
の
事
務
組
織
及
び
機
構
に
つ
い
て

報
告
で
は
、
事
務
組
織
及
び
機
構
に

つ
い
て
協
議
委
員
か
ら
「
従
来
の
サ
ー

ビ
ス
が
低
下
す
る
こ
と
は
な
い
の

か
？
」
な
ど
と
質
問
が
出
ま
し
た
が
、

「
従
来
ど
お
り
の
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
す

る
」
と
い
う
趣
旨
を
確
認
し
、
全
て
の

報
告
、
協
議
項
目
に
つ
い
て
承
認
、
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
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国民年金免除制度について
～国民年金免除申請は１年ごとの更新となります～

免除制度は、第１号被保険者にのみ適用されます。保険料を未納のままにしておきますと、将来年金
を受けられない場合がありますが、免除の手続きをしておきますと年金を受ける権利が保障されます。

※昨年免除申請していた方で、今年も引き続き免除申請をする方は、七月末までに町民課窓口
で申請の手続きをしてください。

毎
月
第
２
土
曜
日
、
10
時
DA
分
か
ら
は
、
金

浦
町
立
図
書
館
「
こ
ぴ
あ
」
で
、「
お
は
な
し
会
」

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
い

ぶ
き
」
が
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
や
紙
し
ば
い
、
手
あ
そ
び
な
ど
、
子
ど

も
た
ち
が
よ
ろ
こ
ぶ
催
し
を
た
く
さ
ん
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

春
に
な
り
、
暖
か
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

子
ど
も
と
一
緒
に
お
散
歩

し
な
が
ら
、
ぜ
ひ
立
ち
寄
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

た
く
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
喜
ぶ
催
し
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

▲楽しい催し物がいっぱいだよ♪

金浦町における交通事故発生状況

自転車も乗れば車の仲間入りといわれるように、
自転車も交通ルールを守らなければなりません。日
頃から点検整備を行い、普段から乗り慣れた自転車
を使うようにしましょう。
◇道路を通行するときは、次のことを守ってください。
○酒気帯び運転の禁止
酒を飲んだ時は、乗ってはいけません。

○ライトを早め点灯
日没の早い時間帯からライトを点灯してください。

○一時停止、左右の安全確認
見通しの悪い場所や曲がり角、一時停止の標識のある
場所では必ず一旦止まり、左右の安全確認をする。
○左側端通行
道路のまん中や右側を通るのはいけません。

自転車も 乗れば車の仲間入り
～自転車は軽車両、交通ルールを守って！～

金浦駐在所
「セーフティロード金浦」
～めざせ交通事故のない町～

笑顔印 笑顔印 

区　分 4月中の事故 平成17年累計
（１～４月）

平成16年累計
（１～４月）

１件 ８件 ４件
０人 ０人 ０人
３人 12人 ８人
２件 18件 24件

件 数
死 者
傷 者

物損事故

人
身
事
故

①生活保護法等による生活扶助を受けているとき。 
②障害基礎年金、被用者年金の障害年金を受けているとき。 
　（１級、２級該当のみ） 

届け出れば、保険料が免除されます。 

保険料 
全額免除 

法
定
免
除 

③本人と配偶者、世帯主のいずれもが前年の所得が一定以下のとき。 
④地方税法上の障害者、または寡婦で前年の所得が一定以下のとき。 
⑤天災等の理由により、保険料を納付することが著しく困難なとき。 

《注意》 
半額免除の承認を受けただけで残りの半額の保険料を納付しない場合は、 
半額免除の該当となりませんので、保険料の未納期間となり年金の給付に 
際しては、納付された期間として計算されません。 

申請して承認を受けると、保険料が免除されます。 

保険料 
全額免除 

保険料 
半額免除 

または 

申
請
免
除 

Vol.63
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行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大

臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
、
国
等
の

役
所
の
仕
事
や
仕
事
ぶ
り
に
対

す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望
を
受

け
付
け
、
解
決
を
図
る
と
と
も

に
、
制
度
や
行
政
運
営
の
改
善

を
図
る
、
い
わ
ば
「
行
政
と
住

民
の
パ
イ
プ
役
」
で
す
。

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き

６
月
２
日
e

14
時
〜
16
時

■
と
こ
ろ

元
気
百
歳
館

■
金
浦
町
行
政
相
談
員

佐
藤
　
慈
明

◆日　時 ６月14日c
◆場　所 保健センター
◆受　付 ４カ月児　　13：00～13：10

７カ月児　　13：10～13：20
10カ月児　　13：20～13：30
12カ月児　　13：30～13：40

◆対　象 平成16年６月、８月、11月、平成17
年２月に生まれた乳児と前回の健診
を受けられなかった乳児

◆持ち物 母子健康手帳、アンケート票、バス
タオル

※４カ月児、７カ月児健診の対象者は、離乳食
講習がありますので、受付時間に遅れないよう
にお願いします。また、「おんぶひも」があり
ましたら持参してください。

◆日　時 ６月17日f
◆場　所 保健センター
◆受　付 13：20～13：30
◆対　象 平成15年10月に生まれた幼児と前回

の健診を受けられなかった幼児
◆持ち物 母子健康手帳、歯ブラシ

１歳８カ月児アンケート票

◆日　時 ６月17日f
◆場　所 保健センター
◆受　付 13：00～13：10
◆対　象 平成13年10月～12月に生まれた幼児

と前回の健診を受けられなかった幼
児

◆持ち物 母子健康手帳、歯ブラシ
３歳６カ月児アンケート票

◆日　時 ６月９日e 9：00～12：00
◆場　所 保健センター（健康指導教室）
◆対　象 乳幼児とその家族
※お菓子、ジュースなどはご遠慮ください。

◆日　時 ６月13日b 9：00～11：30
◆場　所 保健センター
※健康づくりや介護に関することなど、保健師
による相談会です。どなたでもお越しください。

☆4.7.10.12カ月児健診☆

☆１歳８カ月児健診☆

☆３歳６カ月～３歳８カ月児健診☆

☆保健センターで遊ぼう☆

☆健康よろず相談☆

行
政
相
談
の
お
知
ら
せ

平成14年度から文部科学省委託の「各都道府
県・市町村・体験活動・ボランティア活動支援
センター」にコーディネート機能があることを
知り、金浦町でも平成15年より「金浦町子ども
体験活動支援センター」が開設され、その任を
担当することになりました。
子ども体験活動支援センターとは、昨年度か

らの「完全学校週５日制にともない、子供たち
を地域で育てる事を目的とし、学校内外を通じ
た奉仕･体験活動」を趣旨として子供たちと一
緒に色々な体験活動への協力をしながら「子供
の心を育む」活動を進めるところです。
15年度の活動として、青少年育成・ボランテ

ィアバンクの２団体の協力により、由利海岸
林・松くい虫被害から守るためのボランティア
活動、町の浩寿苑・養護施設・保育園周辺のク
リーンナップ等のボランティア活動と自然観察
の体験活動を行いました。
浜っ子クラブでは、岩城少年自然の家・保呂

羽山少年自然の家で一泊体験活動を行いました。
また、海洋少年団・浜っ子クラブ・ジュニアカ
ルチャー教室の神楽保存会の子供たちと、お年
よりの「お達者会」の皆さんと、昔の遊びや体
験などの交流会も行いました。
体験した一人一人に感想を聞くと、「一緒に

活動して良かった。」「神楽を覚えて楽しかっ
た。」などと、子供たちの純真な一言を聞くと
自分も嬉しくなります。
子供たちに「豊かな人間性を育む」ことを目

的として、来年度からも体験活動に協力してい
きたいと思います。

（金浦町生涯学習活動誌「湾頭」第3号より）

金浦町子ども体験活動
支援センターの開設

金浦町教育委員会社会教育課
ボランティアコーディネーター

佐　藤　吉　樹

教育あれこれ
エッセイリレー
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伊藤　　環
たまき

（赤石）

何をするにも、とても活発で、元
気な子です。
最近、妹が出来、毎日とても良い
お姉ちゃんぶりを見せてくれます。
笑顔のかわいい女の子です。

「
う
さ
ぎ
ち
ゃ
ん
が
お
友
達

と
遊
ん
で
い
る
と
こ
ろ
」

佐々木由
ゆ

布
う

（飛）

家では元気いっぱい！
身体は小さいけれど、３姉妹の末
っ子パワーを毎日発揮しています。
今は、縄跳びを楽しんでいます。

「
縄
跳
び
し
て
い
る
と
こ
ろ
」

吉泉　　快
かい

（堀切）

マジレンジャーが、だ～いすき。
何しろ、同じ名前の「かい」が出
てくるもんね。お祭りで車切をがん
ばったので、とても欲しかった「マ
ジキング」を買ってもらいました。

「
た
か
ひ
ろ
く
ん
と

遊
ん
で
い
る
と
こ
ろ
」

理
由
は
、
塾
で
英
語
を
や
っ
て
い
て
、

そ
れ
を
生
か
し
て
海
外
に
人
達
の
話
し

を
全
国
の
人
達
に
伝
え
た
い
か
ら
で
す
。

そ
の
夢
に
向
か
っ
て
高
校
や
大
学
で
英

語
を
専
門
的
に
や
り
た
い
で
す
。

あ
と
、
テ
レ
ビ
の
英
会
話
番
組
も
た

く
さ
ん
見
た
い
で
す
。
も
し
、
夢
が
か

な
っ
た
ら
、
大
物
女
優
の
通
訳
を
し
た

り
、
英
語
が
原
作
の
本
を
訳
し
た
り
し

た
い
で
す
。

私
の
将

来
の
夢
は
、

同
時
通
訳

に
な
る
こ

と
で
す
。

伊藤　有
あり

紗
さ

（赤石）

子
供
と
触
れ
合
う
仕
事
を
し
た
い
で
す
。

そ
れ
は
、
い
つ
も
小
さ
い
子
供
を
見

る
と
か
わ
い
い
と
思
う
し
、
小
さ
い
子

供
の
面
倒
を
見
た
り
す
る
こ
と
が
好
き

だ
か
ら
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
休
み
時
間
に
は
、
一

年
生
や
二
年
生
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
し

て
い
ま
す
。
自
分
の
夢
を
か
な
え
る
た

め
に
、
こ
れ
か
ら
が
ん
ば
っ
て
い
き
た

い
で
す
。

を
達
成
し
、
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
も
う
ま
く

な
っ
て
、ベ
テ
ラ
ン
選
手
に
な
り
、お
父

さ
ん
、お
母
さ
ん
を
幸
せ
に
し
た
い
で
す
。

私
の
将

来
の
夢
は
、

ま
だ
決
ま

っ
て
い
な

い
け
ど
、

須藤　樹
じゅ

里
り

（大竹）

ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
」
に
入
団
し
、
キ

ャ
ッ
チ
ャ
ー
を
す
る
こ
と
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、
３
〜
４
才
の
頃
に
テ
レ

ビ
で
野
球
を
見
て
、
カ
ッ
コ
良
か
っ
た

か
ら
で
す
。
そ
れ
に
、
３
年
生
で
ス
ポ

少
に
入
っ
て
、
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
が
楽
し

か
っ
た
か
ら
で
す
。
僕
は
そ
の
た
め
に
、

家
で
も
た
ま
に
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
や
素

振
り
を
し
た
り
し
ま
す
。
も
し
、
こ
の

夢
が
か
な
っ
た
ら
、
古
田
選
手
の
よ
う

な
、
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
は
２
千
本
安
打

僕
の
将

来
の
夢
は
、

プ
ロ
野
球

選
手
に
な

っ
て
、「
ヤ

稲葉駿
しゅん

太
た

郎
ろう

（頃田）

す
。
な
ぜ
か
と
言
う
と
、
今
、
野
球
部

に
入
っ
て
い
る
し
、
野
球
が
好
き
だ
か

ら
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
中
学
校
で
野

球
の
技
術
を
学
ん
で
、
秋
田
商
業
に
入

っ
て
、
甲
子
園
に
出
れ
る
よ
う
に
、
ド

ラ
フ
ト
一
位
に
な
っ
て
巨
人
に
入
り
、

小
久
保
さ
ん
み
た
い
に
ホ
ー
ム
ラ
ン
を

い
っ
ぱ
い
打
っ
て
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
王
に

な
り
た
い
で
す
。

最
初
、
２
軍
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、

練
習
を
い
っ
ぱ
い
し
て
、
１
軍
に
な
り

た
い
で
す
。
あ
と
、
チ
ー
ム
の
た
め
に

活
躍
し
た
い
で
す
。

僕
の
将

来
の
夢
は
、

プ
ロ
野
球

選
手
に
な

る
こ
と
で

須田　　光
ひかる

（頃田）

お
花
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

毎
月
第
２
・
４
木
曜
日
の
午
後
七
時
か

ら
は
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
が
開
か
れ

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
彩
り
豊
か
な

草
花
た
ち
が
活
躍
し
ま
す
。

教
室
で
は
毎
回
、
メ
ン
バ
ー
の
み
な

さ
ん
が
、
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が

ら
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
学
ん
で
い
ま
す
。

教
室
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
自
分
の
庭

で
ぜ
ひ
実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

き
っ
と
自
分
だ
け
の
素
敵
な
空
間
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

４
月
14
日
開
か
れ
た
第
１
回
目
の
教

室
で
は
、ト
レ
イ
にO

ハ
ナ
ビ
ス
シ
ウø

やO

ナ
ス
タ
チ
ュ
ー
ムø

な
ど
、
数
種

類
の
タ
ネ
を
植
え
る
作
業
を
し
ま
し
た
。

み
ん
な
で
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
、

お
花
の
よ
う
に
明
る
く
、
と
っ
て
も
楽

し
い
教
室
で
す
。

■
申
込
み
・
問
合
先

佐
々
木
利
子
（
T

£8
３
５
３
７
）

さ
あ
、
お
花
の
季
節
が

や
っ
て
き
ま
し
た
よ

│
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
│▲ガーデニング教室の様子

か
ん
が
る
ー 

組･

き
り
ん 

組
の
お
と
も
だ
ち 荒川　祐

ゆう

太
た

（十二林）

料理が大好きで、サラダを作ったり、
ホットケーキを焼いたりします。弟
の世話もちゃんとみてくれて、頼も
しいお兄さんです。

「
太
陽
と遊ん

で
い
る
と
こ
ろ
」



滞
日
中
、
警
察
に
マ
ー
ク
さ
れ
て

い
た
中
国
の
革
命
家
孫
文
。

彼
が
愛
し
た
２
人
の
日
本
人
女
性

と
は
…
…
。

表
題
作
ほ
か
、
明
治
か
ら
昭
和
初

期
に
か
け
て
、
運
命
に
翻
弄
さ
れ
な

が
ら
歴
史
に
埋
も
れ
て
い
っ
た
実
在

の
女
た
ち
を
描
く
。

『孫文の女』

西木正明／著
文芸春秋

勢至保育園勢至保育園からから こんにちはこんにちは   !!

勢至保育園勢至保育園からから こんにちはこんにちは   !!

勢至保育園勢至保育園からから こんにちはこんにちは   !!

勢至保育園から こんにちは   !!

【 あるけ歩け 】

５
月
18
日
、
今
日
は
み
ん
な
が

待
ち
に
待
っ
た
「
あ
る
け
歩
け
の

日
」。保育

園
か
ら
、
勢
至
公
園
を
通

っ
て
竹
嶋
潟
を
ぐ
る
っ
と
一
周
。

そ
し
て
「
く
じ
ら
公
園
」
へ
。

お
散
歩
中
は
、
友
達
同
士
で
手

を
つ
な
い
だ
り
、
タ
ン
ポ
ポ
な
ど

の
草
花
に
興
味
を
示
し
た
り
し
て

元
気
良
く
が
ん
ば
っ
て
歩
き
ま
し

た
。く

じ
ら
公
園
に
着
い
て
か
ら
は

全
員
が
一
緒
に
な
っ
て
遊
び
ま
す
。

そ
し
て
…
…
、
楽
し
み
に
し
て

い
た
お
弁
当
！
　
オ
ニ
ギ
リ
や
、

ふ
り
か
け
ご
は
ん
に
ソ
ー
セ
ー
ジ
。

デ
ザ
ー
ト
ま
で
。

天
気
の
良
い
お
外
で
食
べ
る
お

弁
当
に
み
ん
な
と
っ
て
も
う
れ
し

そ
う
で
し
た
よ
。

お
札
の
肖
像
に
選
ば
れ
た
と
き
の

日
本
の
政
治
や
社
会
状
況
、
お
札
に

な
っ
た
人
の
事
績
。

こ
れ
ら
を
通
し
て
見
え
て
く
る
も

の
を
、
歴
史
小
説
の
第
一
人
者
・
童

門
冬
ニ
が
興
味
深
く
解
説
。

そ
の
人
物
が
な
ぜ
お
札
に
な
っ
た

か
の
推
測
を
行
う
。

『お札になった偉人』
～その人物がなぜ

お札になったのか!?～

童門冬ニ／著
池田書店

一
度
覚
え
れ
ば
、
く
り
返
し
作
り

た
く
な
る
レ
シ
ピ
が
い
っ
ぱ
い
。

料
理
を
は
じ
め
て
作
る
人
に
も
、

も
う
一
度
基
本
を
お
さ
ら
い
し
た
い

人
に
も
、
ず
っ
と
使
え
る
「
一
生
も

の
レ
シ
ピ
」
決
定
版
。

お
い
し
く
作
る
た
め
に
覚
え
て
お

き
た
い
基
本
テ
ク
も
紹
介
す
る
。

『かんたん！おいしい！
人気のおかず』

～和･洋･中の
「基本」がわかるレシピ集～
学研

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
中
学
生
が
社
会

と
は
何
か
を
学
ぶ
た
め
の
教
科
書
。

豊
富
で
生
き
生
き
と
し
た
エ
ピ
ソ

ー
ド
で
平
明
に
解
説
。

皇
太
子
さ
ま
が
45
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
て
の
会
見
で
、
朗
読
さ
れ

た
ド
ロ
シ
ー
・
ロ
ー
・
ノ
ル
ト
の
詩

『
子
ど
も
』
が
収
録
さ
れ
て
い
ま

す
！

『あなた自身の社会』

アーネ・リンドクウィスト
ヤン・ウェステル／著
新評論

子
ど
も
の
日
小
遣
い
銭
手
に
も
ら
す

今
　
野
　
坂
　
記

農
道
に
分
け
ら
れ
芽
吹
く
蕗
の
薹

佐
　
藤
　
幸
　
一

子
供
の
日
背
丈
け
比
べ
や
柱
傷

高
　
橋
　
卯
　
治

海
沿
ひ
に
甍
並
び
し
子
供
の
日

五
十
嵐
　
義
　
知

入
園
の
一
歩
子
が
先
親
が
先

須
　
藤
　
久
　
樹

俳
句
会
金
浦
吟
社

広域情報 勢至保育園勢至保育園からから こんにちはこんにちは   !!

勢至保育園勢至保育園からから こんにちはこんにちは   !!

勢至保育園勢至保育園からから こんにちはこんにちは   !!

勢至保育園から こんにちは   !!◇象潟町
■延年チョウクライロ舞
・と　き　６月11日g 午後11時頃～
・ところ　金峰神社（小滝地区）
・問合先　象潟町郷土資料館（T43-2005）

◇由利本荘市
■おおうちさつきまつり
・と　き　６月19日aまで開催

午前８時30分から午後５時まで開催
・ところ　さつき栽培センター
・内　容　各種さつきの取り揃え、展示即売。
・問合先　さつき栽培センター（T67-2315）

◇由利本荘市
■２００５鳥海「新緑まつり」
・と　き　６月５日a午前９時から午後３時まで
・ところ　鳥海健康広場（雨天：トレーニングセンター）
・内　容　藤かおり、高瀬まみ歌謡ショー、百宅

そば早喰い大会、大抽選会草花市他。
・問合先　鳥海総合支所産業課（T57-2205）
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『だいすきなグー』

いもとようこ／絵
ごとうやすゆき／文
PHP研究所

犬
の
グ
ー
が
、
ぼ
く
の
家
に
や
っ

て
き
た
。

ぼ
く
と
グ
ー
は
、
だ
ん
だ
ん
な
か

よ
し
に
な
れ
た
の
だ
け
れ
ど
…
…
。

少
年
と
犬
の
交
流
を
描
い
た
感
動
の

絵
本
。



本
　
藤
　
颯
　
人

（
祐
也
）浜
の
田

高
　
橋
　
李
　
璃

（

豊

）塩
焚
浜

早
　
川
　
茉
　
優

（
幸
宏
）金
　
浦

小
　
川
　
将
　
之

（
仁
賀
保
町
）

越
　
川
　
由
美
子

（
塩
焚
浜
）

三
　
浦
　
茂
　
晃

（
十
二
林
）

大
　
野
　
里
　
美

（
象
潟
町
）

佐
　
藤
　
崇
　
典

（
頃
　
田
）

中
　
西
　
明
　
美

（
島
根
県
）

佐
　
藤
　
ス
ギ
ヨ

（
90
歳
）塩
焚
浜

熊
　
谷
　
マ
　
サ

（
70
歳
）十
二
林

本
　
多
　
ま
ゆ
み

（
42
歳
）金
　
浦

佐
　
藤
　
吉
　
雄

（
82
歳
）岡
の
谷
地

・
齊
　
藤
　
好
　
春
　
様
（

飛
　
）

・
越
　
川
　
正
　
彦
　
様
（
南
金
浦
）

・
加
　
藤
　
雪
　
則
　
様
（
十
二
林
）

＊
こ
の
広
報
紙
は
環
境
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

■
発
行
・
編
集
　
秋
田
県
金
浦
町
役
場
企
画
室
　
1（
〇
一
八
四

）三
八
｜
四
三
◯
◯
　
秋
田
県
由
利
郡
金
浦
町
金
浦
字
花
潟
九
三
｜
一
　
■
印
刷
所
　
酒
田
市
新
橋
一
丁
目
　
北
星
印
刷
株
式
会
社

ほ
っ
と
一
息 

テ
ィ
ー
タ
イ
ム 

５日a 木村医院 （T43-3308）
12日a 伊藤医院 （T43-4171）
19日a すずらん診療所（T62-8065）
26日a 神坂医院 （T43-3108）

休日応急診療在宅当番医町の人口・世帯
平成17年４月31日

※人　口

男 2,341人（減７）

女 2,632人（減11）

計 4,973人（減18）

※世帯数

1,585戸（増１）

※象潟町役場（143－3200）でご確認
ください。診療時間は9時～12時です。

象潟町医師会

●
広
報
紙
に
載
せ
て
ほ
し
く
な
い
方
は

届
け
出
の
際
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

●
広
報
「
こ
の
う
ら
」
は
音
読
テ
ー
プ

も
あ
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
企
画

課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

Ó月お知らせカレンダー

ち
ゃん

さん

さん
さん

（

ち
ゃん

は
や

と

り

り

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15

４・７・10・12カ月児健診　保健センター
健康相談　元気百歳館 （12:30～13:30）
お達者会　元気百歳館 （13:30～15:30）

エアロビクス教室　保健センター （10:00～）

エアロビクス教室　保健センター （10:00～）
健康相談　保健センター （9:30～11:30）
生命の貯蓄体操教室　保健センター（13:30～）

結核・肺癌・大腸検診・基本健診
保健センター　９:30～11:00受付
保健センター　13:00～14:00受付
お達者会　元気百歳館 （13:30～15:30）

結核・肺癌・大腸検診・基本健診
保健センター　 9:30～11:00受付
保健センター　13:00～14:00受付

お話し会　町立図書館「こぴあ」幼児室
（10:30～11:00）

にこにこ 保健センターで遊ぼう（9:00～12:00）

結核・肺癌・大腸検診・基本健診
黒川　 9:30～11:00受付

結核・肺癌・大腸検診・基本健診
エニワン　 9:30～11:00受付
エニワン　13:00～14:00受付

結核・肺癌・大腸検診・基本健診
赤石　 9:30～11:00受付
飛　　13:00～14:00受付

生命の貯蓄体操教室　保健センター（13:30～）

結核・肺癌・大腸検診・基本健診
大竹　 9:30～11:00受付
前川　13:00～14:00受付

生命の貯蓄体操教室　保健センター（13:30～）

ＪＡミニディサービス　元気百歳館（10:00～）

１歳８カ月児健診　保健センター
３歳６～８カ月児健診　保健センター

エアロビクス教室　保健センター （10:00～）
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お
た
ん
じ
ょ
う

お
め
で
と
う

慶
弔
だ
よ
り平

成
17
年
４
月
16
日
〜

平
成
17
年
５
月
15
日

ご
　
結
　
婚

お
め
で
と
う

金浦町ホームページ　http://www.chokai.ne.jp/copia

（

さん さん

さんさんさん

ま

ゆ

さん さん

（

ち
ゃん

■
自
分
へ
の
ご
褒
美

ふ
と
、
新
聞
を
見
た
ら
「
自
分

へ
の
ご
褒
美
に
…
…
」
と
い
う
言

葉
が
目
に
止
ま
り
ま
し
た
。

勉
強
や
仕
事
な
ど
で
が
ん
ば
っ

た
自
分
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
い
う

こ
と
ら
し
い
で
す
が
、
そ
ん
な
こ

と
自
分
で
は
考
え
た
こ
と
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

も
し
、
皆
さ
ん

が
、
が
ん
ば
っ
た

自
分
へ
の
ご
褒
美

を
贈
る
と
し
た
ら

何
を
選
び
ま
す
か
？

ご
め
い
ふ
く
を

お
祈
り
し
ま
す

社
協
一
般
寄
付
金


